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前 奏 

 

聖 歌    ３８０（来ませ聖霊よ） 

 

招
まね

きのことば 

 

司式者 母
はは

であり父
ちち

である神
かみ

よ 

      あなたの愛
あい

には終
お

わりはありません。 

      わたしたちのいのちのただ中
なか

であなたを知
し

り 

      わたしたちはあなたのみ手
て

の中
なか

に安
やす

らぎを得
え

ます。 

 

      神
かみ

の子
こ

なる主
しゅ

イエスよ 

      あなたはわたしたちと共
とも

に 

      この世界
せ か い

の中
なか

で傷
きず

つき、孤独
こ ど く

な人
ひと

びとと共
とも

に苦
く る

しまれます。 

      それをわたしたちは感
かん

じ取
と

っています。 

      あなたの目
め

は涙
なみだ

の意味
い み

を知
し

り 

      わたしたちがあなたの胸
むね

で泣
な

くとき 

      愛
あい

と憐
あわ

れみをもってわたしたちを見
み

つめられます。 

 

      慰
なぐさ

め主
ぬし

なる聖霊
せいれい

よ 

      あなたはわたしたちを神
かみ

へと近
ちか

づけ 

      平和
へ い わ

の鳩
はと

がわたしたちの心
こころ

を満
み

たし 

      わたしたちが打
う

ちひしがれても、わたしたちを癒
い

やしてくださいます。 

 

      キリストにある姉妹
し ま い

、兄弟
きょうだい

のみなさん 

      わたしたちを愛
あい

し 

      わたしたちと共
とも

に苦
く る

しみ 

      わたしたちの心
こころ

を上
あ

げ 

      わたしたちが互
たが

いに重荷
お も に

を分
わ

かち合
あ

うよう 

      わたしたちを促
うなが

してくださる神
かみ

と共
とも

にこの礼拝
れいはい

をはじめましょう。 

 
                         （オーストラリアの女性たちによる式文「すべての母そして父」より） 
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悔
く

い改
あらた

めの祈
いの

り 

 

憐
あわ

れみ深
ふか

い神
かみ

よ、わたしたちは自分
じ ぶ ん

のことしか 考
かんが

えられない狭
せま

さの中
なか

にとどまり、苦
く る

し

み悩
なや

みのただ中
なか

にいる姉妹
し ま い

兄弟
きょうだい

に目
め

と耳
みみ

をふさぎ、沈黙
ちんもく

を守
まも

り、自分
じ ぶ ん

と関
かか

わりのない

ことのように生
い

きようとしてきました。 

どうぞ、そのようなわたしたちをお赦
ゆる

しください。 

わたしたちの心
こころ

を砕
く だ

き、悔
く

い改
あらた

めて新
あたら

しく生
い

きるものと造
つく

りかえてください。 

わたしたちをとりなしてくださる主
しゅ

イエス・キリストによって。 アーメン 

 

 

 

 

司式者  主
しゅ

は皆
みな

さんとともに 

 会衆  また、あなたとともに 

司式者  祈
いの

りましょう 

      生
い

きる力
ちから

を与
あた

えてくださる神
かみ

よ 

      わたしたちの社会
しゃかい

も教会
きょうかい

も 

      多
おお

くの差別
さ べ つ

と暴力
ぼうりょく

を黙認
もくにん

し、長
なが

い間
あいだ

受
う

け入
い

れてきました。 

      主
しゅ

イエスはすべての人
ひと

の尊厳
そんげん

を尊
とうと

ばれ、いのちを回復
かいふく

されます。 

      心
こころ

と身体
か ら だ

が傷
きず

ついて苦
く る

しみ、痛
いた

みと怖
おそ

れの中
なか

にいる人
ひと

びと 

      ことに女性
じょせい

と少女
しょうじょ

たちに、 

      声
こえ

をあげる勇気
ゆ う き

を与
あた

えてください。 

      あなたの癒
い

やしによって 

      希望
き ぼ う

を見出
み い だ

すことができるように導
みちび

いてください。 

      そしてわたしたちが小
ちい

さな声
こえ

、声
こえ

にならない声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、 

      共
とも

に生
い

きることができますように。 

      わたしたちと一緒
いっしょ

に祈
いの

ってくださる主
しゅ

イエスのみ名
な

によって  

 

一同 アーメン 

 
（『わたしたちの祈り集 こころを神に』「女性」が教会を考える会・東京/2019年改訂版より一部加筆） 
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詩篇 第 98編 

１ 新
あたら

しい歌
うた

を主
しゅ

に歌
うた

え。神
かみ

は不思議
ふ し ぎ

なみ業
わざ

を行
おこな

われた‖ その偉大
い だ い

な右手
み ぎ て

、尊
とうと

い 

  み腕
うで

は救
すく

いの力
ちから

 

２ 主
しゅ

は救
す く

いを示
しめ

し ‖ 諸国
し ょ こ く

の民
たみ

に正義
せ い ぎ

を現
あらわ

された 

３ 慈
いつく

しみとまことをもって、イスラエルの家
いえ

に心
こころ

を留
と

められる‖ 遠
とお

く地
ち

の果
は

てまで、

すべての者
もの

が神
かみ

の救
すく

いを見
み

た 

４ 世界
せ か い

よ、主
しゅ

に向
む

かって喜
よろこ

びの声
こえ

を上
あ

げ‖ 声
こえ

を放
はな

ち賛美
さ ん び

の歌
うた

で神
かみ

をほめよ 

５ 竪琴
たてごと

を奏
かな

でて主
しゅ

をたたえ‖ その調
しら

べに合
あ

わせてほめ歌
うた

え 

６ ラッパと角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らし‖ 王
おう

である主
しゅ

のみ前
まえ

で喜
よろこ

びの声
こえ

を上
あ

げよ 

７ 海
うみ

とそこに満
み

ちるものはどよめき‖ 世界
せ か い

とそこに住
す

む者
もの

は歌
うた

え 

８ 川
かわ

の流
なが

れは手
て

を打
う

ち鳴
な

らし‖ 山々
やまやま

はともに主
しゅ

のみ前
まえ

に喜
よろこ

び歌
うた

え 

９ 神
かみ

は世界
せ か い

を審
さば

きに来
こ

られる‖ 正義
せ い ぎ

で世界
せ か い

を、公正
こうせい

ですべての民
たみ

を審
さば

かれる 

    栄光
えいこう

は‖ 父
ちち

と子
こ

と聖霊
せいれい

に 

    初
はじ

めのように、今
いま

も‖ 世々
よ よ

に限
かぎ

りなく  アーメン 

 

 

聖
せい

 書
し ょ

   ヨハネによる福音書第
だい

１２章
しょう

１節
せつ

～１１節
せつ

 

 

朗読者   聖書
せいしょ

はヨハネによる福音書 第
だい

１２章
しょう

１節
せつ

から 

  

   1過
すぎ

越
こ し

祭
さい

の六日前
むい かまえ

に、イエスはベタニアに行
い

かれた。そこには、イエスが死者
し し ゃ

の中
なか

か

らよみがえらせたラザロがいた。 2イエスのためにそこで夕食
ゆうしょく

が用意
よ う い

され、マルタは

給仕
き ゅ うじ

をしていた。ラザロは、イエスと共
とも

に食事
し ょ く じ

の席
せき

に着
つ

いた人々
ひとびと

の中
なか

にいた。 3その

とき、マリアが純粋
じゅんすい

で非常
ひじょ う

に高価
こ う か

なナルドの香油
こ う ゆ

を一リトラ持
も

って来
き

て、イエスの足
あし

に

塗
ぬ

り、自分
じ ぶ ん

の髪
かみ

でその足
あし

をぬぐった。家
いえ

は香油
こ う ゆ

の香
かお

りでいっぱいになった。4弟子
で し

の

一人で、後
のち

にイエスを裏切
う ら ぎ

るイスカリオテのユダが言った。 5「なぜ、この香油
こ う ゆ

を三百

デナリオンで売
う

って、貧
まず

しい人々
ひとびと

に施
ほどこ

さなかったのか。」 6彼
かれ

がこう言
い

ったのは、貧
まず

し

い人々
ひとびと

を心
こころ

にかけていたからではない。彼
かれ

は盗人
ぬすびと

であって、金入
か ね い

れを預
あず

かっていな

がら、その中身
な か み

をごまかしていたからである。7イエスは言
い

われた。「この人
ひと

のするまま

にさせておきなさい。わたしの葬
ほうむ

りの日
ひ

のために、それを取
と

って置
お

いたのだから。8貧
まず
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しい人々
ひとびと

はいつもあなたがたと一緒
いっしょ

にいるが、わたしはいつも一緒
いっしょ

にいるわけではな

い。」  9イエスがそこにおられるのを知
し

って、ユダヤ人
じん

の大群衆
だいぐんしゅう

がやって来
き

た。それ

はイエスだけが目当
め あ

てではなく、イエスが死者
し し ゃ

の中
なか

からよみがえらせたラザロを見
み

るた

めでもあった。10祭司
さ い し

長
ちょう

たちはラザロをも殺
ころ

そうと謀
はか

った。11多
おお

くのユダヤ人
じん

がラザロの

ことで離
はな

れて行って、イエスを信
しん

じるようになったからである。 

 

朗読者  聖書
せいしょ

を終
お

わります 

 

 

説  教 

 

         沈  黙             一同しばらく沈黙を守る 

 

 

奉  献       ４１１（ひとりの女が）   
 

（北海道教区有志グループ「虹色のはこぶね」の活動のためにおささげします。）  

 

   すべてのものは主
しゅ

の賜物
たまもの

、わたしたちは主
しゅ

から受
うけ

けて主
しゅ

に献
さ さ

げたのです。 

アーメン 

 

司式者 祈
いの

りましょう 

      神
かみ

よ、今
いま

、わたしたちはあなたの前
まえ

に集
あつ

められ、暴力
ぼうりょく

と差別
さ べ つ

にさらされている 

女性
じょせい

たちの叫
さけ

び声
ごえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

ける時
とき

を与
あた

えられました。特
と く

に、教会
きょうかい

の中
なか

のセク 

シュアル・ハラスメントによって傷
きず

ついた女性
じょせい

、家
か

庭内
ていない

暴力
ぼうりょく

にさらされている

女性
じょせい

、移住
いじゅ う

労働者
ろうど うしゃ

の女性
じょせい

、内戦
ないせん

、紛争
ふんそう

地域
ち い き

にいる女性
じょせい

、戦争
せんそう

の下
も と

で慰安婦
い あ ん ふ

と

された女性
じょせい

、差別
さ べ つ

や偏
へん

見
けん

のゆえに、この世
よ

にいのちを送
おく

り出
だ

すことを許
ゆる

されな

かった女性
じょせい

たちとともに、わたしたちはこれらの叫
さけ

びを心
こころ

に留
と

め、よく考
かんが

えて

語
かた

る務
つと

めを与
あた

えられていると信
しん

じます。心
こころ

と身体
か ら だ

に深
ふか

い傷
きず

を受
う

け、生
い

きる力
ちから

を

奪
うば

われ、時
とき

にいのちさえ失
うしな

うこともあるこれらの人
ひと

びとの声
こえ

をわたしたちが語
かた

り

続
つづ

ける力
ちから

をお与
あた

えください。この世界
せ か い

を変革
へんかく

する望
のぞ

みと力
ちから

をお与
あた

えください。

そして、この人
ひと

びとこそ、これからに向
む

けて希望
き ぼ う

を語
かた

る力
ちから

をもつのだということ

をどうか悟
さ と

らせてください。主
しゅ

イエスのみ名
な

によって。 

一同 アーメン 
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司式者 今
いま

この時
とき

にも、世界
せ か い

の各地
か く ち

で戦
たたか

いや暴力
ぼうりょく

によって、人間
にんげん

の尊厳
そんげん

が 脅
おびやか

かさ 

      れています。富
とみ

と力
ちから

あるものが「正義
せ い ぎ

」をふりかざし、貧
まず

しく弱
よわ

い立場
た ち ば

の人
ひと

びと

のいのちが奪
うば

われ、更
さ ら

なる犠牲者
ぎ せ い しゃ

が出
で

ようとしています。国
くに

と国
くに

、力
ちから

と力
ちから

のぶ

つかり合
あ

いのはざまで、暴力
ぼうりょく

に押
お

しつぶされる人
ひと

びとの声
こえ

にならない叫
さけ

びを、

主
しゅ

よ、あなたが聞
き

いてください。すべての戦
たたか

いをとめてください。わたしたちも

か細
ぼそ

く、声
こえ

にならない声
こえ

を聞
き

き流
なが

すことがないように、導
みちび

いてください。そし

て、暴力
ぼうりょく

の連鎖
れ ん さ

を断
た

ち切
き

り、平和
へ い わ

を造
つく

り出
だ

す知恵
ち え

と勇気
ゆ う き

をわたしたちにお与
あた

えください。暴力
ぼうりょく

の吹
ふ

き荒
あ

れる地
ち

のすべての人
ひと

びとにいのちの道
みち

が確立
かくりつ

され

るように、わたしたちを用
もち

いてください。 

 一同  アーメン 

司式者 すべてのいのちの 源
みなもと

である神
かみ

よ、あなたは裏切
う ら ぎ

られ、十字架
じ ゅ う じ か

の苦
く る

しみを引
ひ

 

き受
う

け、死
し

ぬことですべてのいのちを回復
かいふく

してくださいました。神
かみ

よ、傷
きず

つけ 

られたすべてのいのちを取
と

り戻
もど

し、傷
きず

つける者
もの

の心
こころ

の闇
やみ

を照
て

らし、すべての 

被造物
ひぞ う ぶつ

に、主
しゅ

にある和解
わ か い

と一致
い っ ち

をお与
あた

えください。 

 一同 アーメン 

 

司式者 主
しゅ

イエス・キリストが教
おし

えられたように祈
いの

りましょう 

 一同  天
てん

におられるわたしたちの父
ちち

よ、 

      み名
な

が聖
せい

とされますように。 

      み国
く に

がきますように。 

      み心
こころ

が天
てん

に行
おこな

われるとおり地
ち

にも行
おこな

われますように。 

      わたしたちの日
ひ

ごとの糧
かて

を今日
き ょ う

もお与
あた

えください。 

      わたしたちの罪
つみ

をおゆるしください。わたしたちも人
ひと

をゆるします。 

      わたしたちを誘惑
ゆうわく

におちいらせず、 

悪
あく

からお救
す く

いください 

 
      続いて一同次の言葉を歌いまたは唱える 

 

      国
く に

と力
ちから

と栄光
えいこう

は、永遠
えいえん

にあなたのものです  アーメン 

 



6 

 

祝福
しゅくふく

と派遣
は け ん

 

 

司式者  傷
きず

ついた手
て

をもって仕
つか

えてくださるイエス・キリストが 

 会衆  互
たが

いに仕
つか

え合
あ

うよう わたしたちを助
たす

けてくださいますように 

司式者  傷
きず

ついた心
こころ

をもって愛
あい

してくださるイエス・キリストが 

 会衆  互
たが

いに愛
あい

し合
あ

うよう わたしたちを助
たす

けてくださいますように 

司式者  傷
きず

ついた足
あし

をもって歩
あゆ

んでくださるイエス・キリストが 

 会衆  わたしたちの旅路
た び じ

を 共
とも

に歩
あゆ

んでくださいますように 

司式者  わたしたちの行
い

くところにいつも主
しゅ

の祝福
しゅくふく

がありますように 

 会衆  わたしたちが出会
で あ

う人
ひと

すべての 主
しゅ

の姿
すがた

を見
み

ることができますように 

 

 

聖 歌   ６１  （愛する民を） 

 

 

後 奏 
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